
２・３「機械工学振興事業資金」助成事業
２．３．１「メカライフの世界」展（2022年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 報告書No, 開催日 行事名 会場 参加人数

1 2022.8.6 機械ロボット工学体験ツアー
室蘭工業大学 理工学部 創造工学
科機械ロボット工学コース各研究
室

104名

2 2022.10.1 ～メカライフの世界展～　風の力で動くおもちゃを作ってみよう 釧路工業高等専門学校 18名

東北支部 3 2022.10.8，10.9 さわって動かす機械とロボット 一関工業高等専門学校 160名

4 2022.7.23 ３Ｄ－ＣＡＤを体験してみよう！ 福井工業高等専門学校 30名

5 2022.8.5，8.6，8.29 音のふしぎな世界　～音を見て、音に触れて、音について学んでみよう～ 富山県立大学, オンライン開催 39名

6 2022.8.6 長岡技術科学大学における機械工学分野研究室の紹介と実験実演 長岡技術科学大学 200名

- 2022.10.23 大学生と語る「キカイ」の「ミライ」 金沢工業大学 36名

関東支部 7 2022.10.15 「メカライフの世界」展  わくわくどきどき，メカニカル！ 2022 群馬大学理工学部桐生キャンパス 139名

東海支部 8
2022.6.5，7.16，7.17，
8.6，8.7

メカライフの世界展 大同大学, 岐阜工業高等専門学校 1,381名

関西支部 9 2022.11.19, 11.20 関西学生会による「メカライフの世界」展の開催 バンドー神戸青少年科学館 602名

10 2022.7.30, 8.1, 12.10
連射のできるゴム鉄砲を作ろう！～みんなの知らない工作機械とレーザー加工
体験～

広島県立みよし公園カルチャーセ
ンター,松江工業高等専門学校,益
田市市民学習センター

54名

11 2022.12.7 作りながら学ぶメカライフの素 弓削商船高等専門学校 69名

12 2022.7.17, 7.18 体験！身近なエネルギーと振動&フォーミュラカー
北九州市立大学ひびきのキャンパ
ス

467名

13 2022.8.4 北九州工学体験工房 九州工業大学 戸畑キャンパス 23名

14 2022.8.6 2022 メカワールド in Kagoshima University 鹿児島大学工学部 80名

15 2022.8.7 熊本高等専門学校オープンキャンパス「モノづくりを体験しよう」 熊本高等専門学校八代キャンパス 426名

16 2022.8.10 メカライフの世界展・ようこそメカニカルワールド 2022 へ 佐賀大学本庄キャンパス 70名

17 2022.10.22, 10.23 楽しいメカニカルワールド 長崎市科学館 5,121名

2022.10（中止） 地方発 親子で体験メカワールド 2022 日本文理大学一木キャンパス 中止

18 2022.11.3 夢科学探検 2022 熊本大学黒髪南キャンパス 300名

19 2022.11.3 メカトピア２０２２ 久留米工業高等専門学校 120名

20 2022.11.5, 11.6 サイエンスワールド 2022 九州大学伊都キャンパス 1,360名

21 2022.11.5, 11.6 造大祭2022　メカライフの世界展 長崎総合科学大学　食堂内 83名

2022.11.6（中止）
発展するメカ ―ロボットと遊ぼう―／お湯で動く機械 低温度差スターリング
エンジン

大分大学旦野原キャンパス 中止

22 2022.11.13 「メカライフの世界」展 ようこそメカワールドへ 都城工業高等専門学校 204名

23 2023.1.16，2.13，2.20 炭素鋼の硬さに及ぼす熱処理の影響 宮崎大学工学部 16名

24 2022.11.26 工作体験「ウインドカーを作ってみよう」 鹿児島工業高等専門学校 19名

合計 24件

九州支部

11,085名

北海道支部

中国四国支部

北陸信越支部



２．３．２　その他（2022年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 報告書No, 開催日 行事名 会場 参加人数

東北支部 25 2022.8.7
令和4年度第1回子どもものづくり教室～陽極酸化でカラフルなチタンプレート
をつくろう～

秋田大学理工学部 アクティブ
ラーニング棟

44名

北陸信越支部 - 2022.10～11（中止） 光芒祭（学園祭）におけるロボット展示 信州大学工学キャンパス 中止

- 2022.7.1 学生のためのなるほど技術者講演会 オンライン開催 ●名

26 2022.7.18
第11回一日体験理工学教室 機械の学校 ハイブリッド 「電子・機械・材料・
知能制御編」

群馬大学桐生キャンパス,オンラ
イン

126名

- 2022.7～11（中止） 2022年度 第27回小中高生向けイベント メカメカフェア 2022 群馬大学　桐生キャンパス 中止

27 2022.8.22 2022年度第8回 機械の学校in高専
群馬工業高等専門学校,オンライ
ン

24名

東海支部 28 2022.8.6 小・中学生のためのものづくり体験教室 産業技術記念館（名古屋市） 73名

関西支部 29
2022.6.18, 7.17,
7.30, 8.20, 10.10,
12.10

親と子の理科工作教室 ﾊﾞﾝﾄﾞｰ神戸青少年科学館等7会場 101名

九州支部 30
2022.8.22，9.23，
9.24，11.3，11.26，
12.11，12.19，

おもしろメカニカルワールド オンライン，または，九州各県 513名

動力エネルギーシ
ステム部門

31 2022.8.4
JSMEジュニア会友　機械の日企画「親子見学会　～身近なエネルギーについて
学び、将来を考えよう～」

ガスの科学館「がすてな～に」 10名

環境工学部門 32 2022.7.30 夏休み親子向けイベント企画「熱を体験してみよう」 オンライン開催 19名

生産加工・工作機
械部門

33 2022.9.8 理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー『ものづくり最前線』
株式会社牧野フライス製作所 厚
木事業所

26名

宇宙工学部門 34 2022.9.11 市民フォーラム「モデルロケット教室」 富山大学 79名

35 2022.6.19 知能ロボットコンテスト・フェスティバル2022 オンライン開催 100名

36 2022.7.23, 8.6 小中学生を対象とした理科工作教室 (圧電ギターと圧電うちわの製作 )
さいたま市子ども家庭総合セン
ター「あいぱれっと」

37名

37 2022.8.23, 8.24 夏休みキッズ科学技術セミナー
北海道科学大学F棟 ロボティクス
工房

74名

38
2022.11.8, 11.15,
 11.22

令和4年度 埼玉県松伏町科学教室
埼玉県松伏町立 松伏小学校,松伏
第二小学校,金杉小学校

225名

合計 14件

関東支部

一般

1,451名
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「メカライフの世界」展 実施報告書 

室蘭工業大学 

もの創造系領域 

准教授 大石義彦 

行 事 名：機械ロボット工学体験ツアー 

開 催 日：2022年 8月 6日（土） 

会   場：室蘭工業大学 理工学部 創造工学科機械ロボット工学コース  

各研究室見学 

参 加 人 数：１００名程度（来場者） 

対 象 者：進学を希望する高校生および保護者 

企画責任者：大石義彦，田湯善章 

企画担当者：藤木裕行，河合秀樹，花島直彦，水上雅人，松本大樹，藤平祥孝 

 

実施・展示内容： 

・エンジン製作の動画 

・自動車の実用エンジン，エンジンパーツ 

・世界と我が国のエネルギー事情の説明 

・スターターロープ引き（早引き選手権 ランキング上位者表彰） 

・バイオディーゼル燃料の生成工程と実際の燃料の展示 

・実際のエンジンをかけて音や臭いなどを体験 

・ロボット工学の最前線の紹介 

・機械ロボット工学設計法の授業の模擬体験 

 

報告： 

室蘭工業大学においてオープンキャンパスと同時に開催しました。創造工学科機械ロボ

ット工学コースにメカライフの世界展コーナーを設け，同コースの先生方ならびに研究室

の学部生・院生の皆様にご協力いただきました。なお，機械の日・機械週間であったため同

時開催し，機械工学について深く知ってもらった．ここではと題して実施しました。「サス

ティナブルエンジン」コーナーでは，エンジンについての展示・実演とバイオマス，カーボ

ンニュートラルなど環境を考慮したエンジンの燃料の最新技術に触れ，実機のエンジンを

見ながらどのように機械工学の研究が進められえているのか実体験してもらいましたす。

将来、機械工学より身近に機械工学を感じてもらうために、スターターロープを引き選手権

を実施しました。「ロボットの技術の体験」コーナーでは授業で実施している機械ロボット

工学設計法で学生が製作したロボットや動画などを見てもらい、ロボット工学の面白さを

実体験してもらいました。 
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機械ロボット工学設計法の紹介（左）最新のロボット工学の紹介（右） 

 

  

スターターロープを引いてエンジンの始動について実体験（左）とエンジン実機の展示（右） 



2022年度 「メカライフの世界」展 実施報告書 

１．テーマ名：風の力で動くおもちゃを作ってみよう 

２．実施年月日：2022年 10月 1日（土）14:00～15:30 

３．企画者： 

  (1)大学・高専名：釧路工業高等専門学校 創造工学科 機械工学分野 

  (2)実施責任者：赤堀匡俊 

  (3)企画実施に参加した学生：本科 5年生 6名 

４：来場者総数：18名（中学生 9名，保護者 9名） 

５．企画者から一言 

 2022年 10月 1日（土）に釧路工業高等専門学校「秋のオープンキャンパス」にあわせて「メカ

ライフの世界展」を開催した．「風の力で動くおもちゃを作ってみよう」をテーマとして，中学生を

対象にものづくりの楽しさを体験してもらうため，機械工学分野の体験教室の一環として実施した．

はじめに，パワーポイントにより，テオ・ヤンセン氏が発明した風の力で動くストランドビースト

やリンク機構などの説明を行った．工作体験では，事前にレーザー加工機で作成した部品をネジや

ナット，瞬間接着剤を用いてストランドビーストの足のパーツを作製するとともに，プロペラの回

転力を増幅させるギヤボックスの作製などを行い，それらをマニュアル通りに組み立てることでス

トランドビーストが完成する．この工作体験では，細かい作業も多く，組立も複雑であるため，本

科生 5年生 6名と教員数名でサポートを行った．体験教室で作成したストランドビーストは，おみ

やげとしてプレゼントした． 

 参加した中学生はみな体験教室を楽しんでいた様子で，保護者の方も一緒になって工作体験に参

加されており，参加者や保護者の方も大変満足した様子だった．ストランドビーストの工作体験を

通して，機械工学に興味や関心を持ってくれたものと期待している． 

６．写真 

   





 

●行事終了後 30 日以内，又は 2023 年 2 月 10 日のいずれか早い日迄に本部へ提出 

 

実施責任者     加藤寛敬      

◆行事報告 

行  事   名 ３Ｄ－ＣＡＤを体験してみよう！ 

開 催 日 時 令和 4 年  7 月  23 日 （土曜日）  １０：００～１２：００ 

会 場 福井工業高等専門学校 

内     容 

 

ものづくりの設計ツールとして 3D-CAD を実際に体験することで、機

械工学に興味・関心を持ってもらい、機械エンジニアへの進路につ

いて参考にしてもらうことを目的に、中学生を対象に 3D-CAD 体験

講座を実施した。具体的には、3D-CAD ソフトを用いて、まず初歩的

な操作方法について説明を受け基本的な 3 次元立体図形の描き方

を習得した後、ボルト・ナットなどの簡単な形状のモデルの設計を行

った。また、学んだ操作方法をもとに、自由にモデルを作成してもら

った。さらに、3D プリンター、レーザカッターの実演や、CAE について

の簡単な紹介を通して、CAD デー 

タの有用性について理解してもら 

った。 

アンケートでは、「とても面白い」と 

いう感想がほとんどで、参加者は 

興味を持って楽しそうに受講して 

いた。また、頭の中でイメージした 

アイデアを形にすることで、創造性 

の幅を広げてもらった。 

参 加 者 数 会員  名， 学生員  名， 会員外 30 名： 合計  30 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機械工学振興事業・行事報告 

 

【実施責任者】 富山県立大学 寺島修 

【行事名】 音のふしぎな世界 ～音を見て、音に触れて、音について学んでみよう～ 

【開催日】 2022 年 8 月６日，8 月 5 日，8 月 29 日，オンライン配信 

【会場】 富山県立大学 

【参加人数】 対面参加 小中高生 39 名，オンライン視聴回数 400 回以上 

 

【実施結果】 

 この行事では，富山県内の小中高生に，音で音を消せる原理の理解，および，スピーカー

を操作して音で音を消すことの体験，の 2 点を行っていただいた． 

 はじめに，市販されているノイズキャンセリング機能つきのイヤホンやヘッドフォン，自

動車を例に挙げ，音で音を消すことにより得られるメリットを説明した。また，実際にヘッ

ドフォンを装着して，その効果を体験していただいた． 

 このように，音で音を消すことのメリットを体感して頂いた上で，音で音が消えることの

原理を説明した．中高生は理科の授業で音を学習しているため，学習で得た知識を基に，音

で音が消える原理を説明した．その際，実際にマイクロホンで計測した音の計測信号(波形)

を用いて説明することで一層の理解促進を図った．また，小学生は理科の授業で波や音を学

習していない場合もあるため，音が空気の揺れであることを目と手で確認し，空気の揺れと

揺れが重なると振動が小さくなることを体感してもらい，理解を深めた． 

 最後に，参加者各自の手で装置を操作して音で音を消していただいた．一方のスピーカー

から音を出した状態で，もう一方のスピーカーから音を出し，その音の出すタイミングを調

整することで音を消すことにチャレンジしていただいた．うまく調整できれば音が消え，う

まくいかないと音が逆に大きくなることを目と耳と手で感じていただくことができた． 

 この行事を通じ，(1)音に対する理解を深める，(2)音で音を消せる原理を理解する，(3) 

音で音を消せることの機械工学的意義を理解する，の 3 点を達成することができ，機械工

学の振興に貢献することができた． 

 

    

開会の様子 体験の様子 音で音を消せる原理の説明の様子 





メカライフの世界展 報告書 

 

１． テーマ名：わくわくどきどき、メカニカル！2022 

 

２． 実施年月日：2022 年 10 月 15 日(土) 9:00~17:00・16 日(日) 9:00~16:30 

 

３． 企画者： 

（１）大学・高専名：群馬大学 理工学部 機械知能システム理工学科 

 

（２）研究室名  システム制御研究室 

 

（３）企画実施に参加した学生名： 

田中涼香，尾島主規，中澤尚哉，片平充樹，中島郁夢，石田清秋，木村洋介，小山大輔，

佐藤可夢威，中村玲王，長谷川直樹，後藤光，秋田翼，高柳魁斗，佐藤大河 

 

４． 来場者総数：のべ 139 名 

 

５． 企画者からの一言 

群馬大学理工学部学園祭「群桐祭」の企画「サイエンステクノ教室 2022」に，群馬大学理工

学部機械知能システム理工学科（研究室組織は大学院理工学府知能機械創製部門）の学生が中心

となって、1 ブースを設けた．当初，４ブース出展する予定であったが，COVID-19 の影響およ

び実施会場の棟の改修が重なったため，結果として１ブースの出展となった．具体的な出展内容

は「ロボットと遊ぼう!!」である．当日は，学園祭や他のサイエンステクノ教室の出展団体とも

に，こども達の興味をひく内容であったことから，COVID-19 蔓延防止対策の入場制限を敷い

た中ではあるが，多くの方々が来場された（のべ 139 名）．本出展団体およびその構成員は，こ

ども達だけでなく保護者の方も十分に楽しめる出展を行った．日頃気にとめることの少ない科

学技術，特に機械工学について，ことも達や保護者に体験的に知ってもらう良い機会になったと

考えている． 

 

６． 鮮明な写真を１枚貼付してください． 

次のページに貼付する 

 

７． 収支決算報告書：この報告書に添付してください． 

  



      

  受付の様子                    自分好みのロボット製作 

             手指消毒の徹底                           不織布マスク着用徹底！ 
 

     

              会場の様子                       学生スタッフによる手厚いサポート 

ソーシャルディスタンス確保 
 

           

自作のロボットで遊ぶ様子 01         自作のロボットで遊ぶ様子 02 



     「機械工学振興事業（メカライフの世界展）」行事報告書 
 
                     実施責任者 岐阜工業高等専門学校 
                           専攻科 先端融合開発専攻 
      松波 真之介 
 
 

１．行事名： 
岐阜高専オープンキャンパス 2021 「五感で理解 機械工学」 

 
２．開催日： 

2022年 8月 6 日（土）9：30-14：00 
2022年 8月 7 日（日）9：30-14：00 
 

３．会場： 
岐阜工業高等専門学校 機械工学科棟 

 
４．参加人数 
  来場者総数 
   8/6 567人  8/7 614人 
  スタッフ数 
   岐阜工業高等専門学校機械工学科学生 49人 
   （5年生 38人 4 年生 2人 3年生 5人 専攻科先端融合開発専攻 4 人） 
 
５．企画者から一言 
コロナ禍の下，2 日間で開催した．メインターゲットは，受験を控えた中学生とその保

護者とし，「五感で理解 機械工学」と題して，様々な機械工学分野の紹介と展示を行っ
た．具体的な個別テーマは，「段ボールの強度試験」，「ひずみゲージによる力の測定」
「エアコンの仕組み」，「ロボット展示」「小型風車」「3DCAD と 3D プリンターの実演」，
「3DCAD 操作体験」，「コンピュータによる工学解析」，「工作機械紹介」，「ミニ四駆
で知る機械工学」などである．スタッフの学生が，これまでに習得した知識を基に，これ
らのテーマを説明した．写真は「ロボット展示」の一幕である．主にレゴブロックを使っ
たロボットであり，5 年生の学生が，来場者に対して実際に触ってもらいながら動作の説
明を行った． 
また，合わせて機械工学科の特徴、授業で行っている設計・製作実習の紹介も行った．

特に CADを使った図面の説明、CAEを使った応力解析，そして工場実習での製作品の展示
等を行い，岐阜高専機械工学科で行っている実践的な教育の一部を知ってもらった．  
全般に，来場者には幅広く機械工学分野に興味を持ってもらえ，良い機械工学のＰＲの

機会となった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



機械工学振興事業（メカライフの世界展）報告書 

 

１．テーマ名： 

  ブラスト加工でオリジナルグラスを作ろう 

２．実施年月日： 

  2022年 6月 5日 / 7月 16・17日 

３．団体名，企画者など： 

 （１）大学・高専名 

    大同大学 

 （２）研究室名 

    宮本研究室，杣谷研究室，坪井研究室，萩野研究室 

 （３）企画実施に参加した学生名 

   釣部 拓人（修士 2年），野田 裕亮（修士 2年），小松 正直（修士 2年），神谷 隆太

（修士 1年），永田 恵都（修士 1年），山田 崚人（修士 1年），芦 徳偉（修士 1年），吉田

拓司（学部 4年），濱野翔太郎（学部 4年） 

４．来場者数総数： 

  約 200名 

５．企画者から一言： 

   大同大学オープンキャンパスに合わせて，高校生を対象に 2022 年 6 月 5 日(日)，7

月 16日（土）・7月 17日(日)に 10:00～16:00で実施しました。来場者に対して，ポス

ターおよびスライドを用いてブラスト加工の原理と方法を説明し，手作業によるオリ

ジナルデザインのマスクパターンやカッティングマシンで製作した任意デザインのマ

スクパターンを用いてグラスのデザインをしてもらいました．その後，デザインしたグ

ラスを用いて実際にブラスト加工を体験させ，加工後のグラスをプレゼントし，持ち帰

ってもらいました．前回はコロナ禍により来場者数が激減していましたが，今年度は時

間を延長したこともあり，一日 60名を超える来場者となりました． 

６．写真： 

   

８．収支決算報告： 

  別紙参照 

 





2022 年度「機械工学振興事業資金」行事報告 

 

【行事名】 

連射のできるゴム鉄砲を作ろう！～みんなの知らない工作機械とレーザー加工体験～ 

【実施責任者】 

松江工業高等専門学校 実践教育支援センター 奥原真哉 

【開催日時・会場】 

令和 4 年 7 月 30 日（土）13：30～16：00 

・広島県立みよし公園カルチャーセンター（広島県三次市） 

令和 4 年 8 月 1 日（月）13：30～16：00・松江工業高等専門学校（松江市） 

令和 4 年 12 月 10 日（土）10：00～12：00・益田市市民学習センター（益田市） 

【参加人数】 

7 月 30 日：受講者 16 名 保護者 4 名 計 20 名 

8 月 1 日：受講者 14 名 保護者 6 名 計 20 名 

12 月 10 日：受講者 10 名 保護者 4 名 計 14 名       合計 54 名 

【行事内容】 

工作教室を通して普段見たり触れたりする機会のないレーザー加工機などの工作機械を

用いた加工体験と連射機構を考えながら組立てを行うことで子供たちの科学技術、ものづ

くりへの興味・関心や理科教育への意欲向上に繋げ、科学技術系人材の育成に寄与するこ

とを目的として工作教室を実施した。また、工作教室は保護者も参加可能とし、子供と一

緒にものづくりを行うことで保護者が子供の工学系への進路を考えるきっかけとなること

もねらった。教材は申請者が開発したものを使用し、松江工業高等専門学校に設備されて

いる工作機械を用いて製作した。 

工作教室を以下のプログラムにより実施した。 

① 松江高専 実習工場の見学（学外会場では動画により紹介）約 30 分 

② レーザー加工機による加工体験（学外会場では動画により紹介）約 30 分 

③ ゴム鉄砲の組立て       約 1 時間 

④ 射的大会（ゴム鉄砲の性能確認）約 30 分 

   



機械工学振興事業実施報告書 

 

講座名 「作りながら学ぶメカライフの素」 

実施日時 令和 4 年 12 月 7 日(水）13:20-15:10 

講師名 福田英次，学生 4 名 

受講者数 生徒 65 名，教員 4 名 

内容 歯車の役割（回転運動の伝達，回転方向の変換，回転数の変換）に

ついて歯車を組み立てながら確認してもらった。また，歯車を作製し

たレーザー加工機について実機を用いて原理を説明した。 

 

講師の感想  生徒から実際に歯車を手で回しながら回転数の変換などを確認で

きてわかりやすい，歯車がきれい（色付き透明アクリル）でかわいい，

レーザー加工機で自分もなにか作ってみたいなどの感想があった．

本講座にて，ものづくりに興味をもってもらえたと感じた。 

 

実施風景 

 

 

 



2022 年度機械工学振興事業 報告書 

実 施 者： ・北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科 

金本 恭三，佐々木 卓実，村上 洋，池田 卓矢，大山 勢治， 

長 弘基，チーム KF-works，機械システム工学科学部生・院生 

行 事 名： 北九州市立大学 機械システム工学科 

「体験！身近なエネルギーと振動&フォーミュラカー」 

開 催 日： 2022 年 7 月 17 日(土)および 18 日(日), 10：00～16：00 

会  場： 北九州市立大学 ひびきのキャンパス 

参加人数： 延べ合計 467 名 

実施概要： 

北九州市立大学 機械システム工学科は，機械工学分野の活動を身近に感じてもらう

ために，「北九州市立大学 オープンキャンパス」の実施イベントの 1 つとして，小中高

生および一般市民を対象とした以下の 4 つの企画を実施した． 

① 振動を見てみよう!

生活の様々な場面で起こる振動を抑えるシステムとして、ノイズキャンセリングや，

マスダンパーの仕組みについて実験装置を用いて説明した．

② 3D プリンタでデジタルなものづくりを体験しよう

3 次元 CAD・CAM・CAE を使用したモノづくりの説明と，3D プリンタでのもの

づくり体験企画を実施した．

③ 自走式搬送ロボット体験

本学授業で実施している，レゴ EV3 を用いたロボット製作・プログラミング学習

において製作したロボットの走行デモと，同 EV3 を用いたプログラミング体験を

実施した．

④ 学生フォーミュラ 車両展示

チーム KF-works が設計製作し，

学生フォーミュラ日本大会にて実

際に走行した車両の展示や，チー

ム活動の説明を行った．

本年度の本学ひびきのオープンキ

ャンパスは国際環境工学部 5 学科全

体で 1 日 500 名限定の予約制で実施

された．そのような状況の中，機械シ

ステム工学科主催のイベント参加者

は，各イベントあたり 1 日約 60 名

であり，2 日間で延べ合計 467 名と

なった。そのため、機械工学・技術を

一般市民に普及する行事という目的

は達成できたと考えます． 
企画の当日の様子 



2022 年 8 ⽉ 26 ⽇ 

2022 年度「機械⼯学振興事業資⾦」事業報告書 

九州⼯業⼤学 ⽮吹智英（実施責任者） 

1. ⾏事名 ：北九州⼯学体験⼯房 

2. 開催⽇ ：2022 年 8 ⽉ 4 ⽇（⽊） 

3. 会場 ：九州⼯業⼤学 ⼾畑キャンパス 

4. 参加⼈数 ：23 名+保護者

5. 事業内容
北九州⼯学体験⼯房は，⼯業都市北九州市および周辺地域の⼩学 5 年⽣から中学 3 年⽣

までを対象に，体験実験・⼯作の経験を通し，早い時期から機械⼯学への興味を持ってもら
うことを⽬的とした取り組みとして，⻑年にわたり形を変えながら実施してきたイベント
である． 

本年度は，開会後すぐに，坪井伸幸先⽣により「最近の温暖化問題とエネルギー問題を考
える」というタイトルの解説講義が⾏われた．その後，参加者は 3~5 名の⼩グループに分か
れ，⾝近にある⼯学をテーマとした実験・⼯作を体験した（午前に 1 つ，午後 2 つ，各テー
マ 50 分程度．各参加者は，準備した六つのテーマの内の三つを体験）．

体験実験テーマは，「熱をうまく運んでみよう」「オリジナルコマを作って対戦しよう」「⾦
属のスタンプでオリジナルフォルダを作ろう」「熱から電気を作ってみよう」「まさつに挑戦
する」「⾦属の強さを調べる」で，加⼯・材料強度・熱・トライボロジー・材料⼒学等の機
械⼯学を⼩中学⽣でも理解できる構成とした．各体験実験では参加者⼀⼈⼀⼈が実験・⼯作
を⾏うため，アシスタントの学⽣がつき，安全を確保し質問にも答えられる体制を取った． 

体験後のアンケートでは，とても楽しかったという感想が⼤半を占め，本⾏事により機械
⼯学に興味を持ってもらうきっかけ作りができたと感じる．本⾏事の実施にあたり資⾦を
ご提供いただいた⽇本機械学会に感謝申し上げます． 

解説講義   摩擦に挑戦する 熱から電気を作ってみよう 



「メカライフの世界展」報告書 

１ テーマ名：2022 メカワールド in Kagoshima University 

２ 実施年⽉⽇：令和 4 年 8 ⽉ 6 ⽇（⼟） 

３ 企画者： 
（１） ⼤学・⾼専名： ⿅児島⼤学・⼯学部・機械⼯学科 
（２） 実施責任者名： ⼩⽥ 美紀男 

４ 閲覧者総数：80 名程度 

５ 企画者から⼀⾔： 
⿅児島⼤学のオープンキャンパスと同⽇にメカライフの世界展を開催しました．⿅児島

⼤学のオープンキャンパスは，コロナ感染拡⼤の影響で 3 年ぶりに対⾯で開催されました．
また、コロナ禍であるので⼈数制限をして実施しました． 

コロナ対策を実施しながらの企画になるので，「機械⼯学科教員による研究室紹介ポスタ
ー」と「⼩型ロケットとポスター」の展⽰と⼤学院⽣による説明を⾏い，参加者等が密にな
らないようにしました．また，参加者から⼩型ロケットや教員の研究内容のポスターの質問
などが多数あり，それを説明員が対応していました。オンライン開催とは違って，和やかな
雰囲気を感じれるものでした． 

 

６ 会場の⾵景 

 
  



2022年度 メカライフの世界展（機械工学振興事業資金）報告書 

１．行事名： 熊本高等専門学校オープンキャンパス「モノづくりを体験しよう」 

２．開催日： 2022 年 8 月 7 日（日） 

３．会場： 熊本高等専門学校 八代キャンパス 

４．企画者： 
（１）大学・高専名 熊本高等専門学校 
（２）実施責任者 機械知能システム工学科 准教授 山下 徹 （学生会顧問） 
（３）企画実施に参加した学生名 専攻科生産システム工学専攻 2 年 濱崎 渉

５．参加人数： 426 名（中学生および保護者） 

６．概況報告： 

本企画は，中学生を対象に行なわれた熊本高専オープンキャンパスでの機械知能システム工学科の企画と

して実施したものである．本校について知ってもらうだけでなく，モノづくりに対する興味関心を深めても

らうことを目的としており，学科に関連した機械工学および電気電子工学に関連した展示，およびモノづく

りに関連した体験実習の 2 つの企画を実施した．実施にあたっては本科 5 年から専攻科 2 年の学生および教

員がスタッフとして参加した． 

学科紹介では，本校学生が自身の研究成果や研究室紹介をパネルや体験用展示物，動画等を用いて紹介を

行なった．また，高専でのモノづくりの代表として，高専ロボコン出場ロボットを展示紹介した．中学生お

よび保護者からは，研究内容の社会での応用例やロボコンロボットの機構等，展示に関わる内容の他，工業

系大学での学生生活や勉強，就職等，幅広い内容について，興味深く質問する姿が見られた． 

体験実習は，設計・製作・制御の 3 分野に関する以下の 3 つのテーマで実施した．各テーマでは，教員に

よる概要説明が行なわれた後，中学生が本校学生のサポートの下で体験を行なった． 

①先端工作機械を体験！メタルペンスタンドとひょうたんをつくろう

5 軸マシニングセンタを紹介するほか，ボール盤や旋盤等を使って機械加工を体験する．

①最新の設計法を体験！3D-CAD ソフト「SolidWorks」をつかってみよう

3D－CAD ソフトを用いた設計として，自動車を題材に部品のモデリングおよび組立を体験する．

②電子工作を体験！半田付けによる電子回路工作をしてみよう

様々な電子部品およびマイコンを半田付けしてマイコン制御機能つきの LED ライトを工作体験する．

いずれの体験実習も，参加した中学生の取り組みは非常に熱心であった．出来た時には笑顔が見られるな

ど，体験を通したモノづくりへの興味関心の深まりを実感し，本企画を好評の内に終えることができた． 

図 1 学科紹介の様子 



2022 年度「メカライフの世界」展 行事報告書 

1. テ ー マ 名： メカライフの世界展 ようこそメカニカルワールド 2022 へ

2. 開 催 日： 2022 年 8 月 10 日(水)

3. 会 場： 佐賀大学理工学部理工学科 機械工学分野

4. 実施担当者： 萩原 世也（コース長），石田 賢治（九州学生会顧問）

5. 参 加 人 数： 70 名

6. 実 施 内 容：

8 月 10 日，佐賀大学理工学部理工学科 機械工学分野（機械エネルギー工学コース，メカニカ

ルデザインコース）において，「メカライフの世界展 ようこそメカニカルワールド 2022 へ」を開催した．

新型コロナウィルスの感染防止に配慮して，参加人数を制限して事前予約制とした上で，大学の

理工系学部への進学を希望している高校生と父兄をはじめとする 70 名が参加した． 

当日は，まずコース長が，機械工学の各分野とその研究内容等について概説した．引き続き，

機械工学の各分野のうち「先端材料システム分野」と「環境流動システム分野」の模擬講義（それぞ

れ，「生体材料としてのマグネシウム合金の研究」，「物体周りの流れ – 座学で学び実験で理解す

る – 」）ならびに研究室見学を午前中から午後にかけて実施した． 

機械工学の各分野の説明やものづくりとエネルギー変換に関連した模擬講義を聴くことを通して，

また，研究室見学において機械工学が関わる身近な現象の説明を聴き，機械工学分野とその研

究内容への興味と関心を喚起し，社会に貢献している機械工学について理解を深める場を提供

することができたのではないかと思う．



2022年度メカライフの世界展報告書 

行事名：楽しいメカニカルワールド 

実施責任者：劉宇飛 

開催日時：2022年10月22日(土)，23日(日) 10:00～15:00 

開催場所：長崎市科学館 

参加人数：のべ5121名（二日間） 

長崎市科学館で開催された「青少年のための科学の祭典2022 第26回長崎大会」へ

参加し，以下の2つのブースを設け，機械工学に関わる技術を分かりやすく紹介した． 

1. サイエンスマジック

2. 万華鏡の展示と空気の性質を利用した実験

長崎大学工学部工学科機械工学コースに所

属する学生および教員が，「サイエンスマジ

ック」をテーマに，様々な実験を披露した．

科学実験だけではなく，不思議な体験して考

えることで，科学の面白さを知り，発想力を

豊かにする経験をしてもらった．参加した幼

児や小学生の関心も高く，真剣に説明を聞い

ている姿が見られた． 

「空気の性質を利 

用した実験」では力学，流体力学などの機

械工学に関わる科学・技術を分かりやすく紹

介した．実験後は，子供たちの興味を引くお

もちゃを用いて，参加者にさらに楽しんでい

ただいた．また，保護者にとっても興味深い内容だったようで，子供と一緒に工作・

実験に参加する方が多く，いずれのブースも大好評であった．この催しを通じて，幼

児から大人までの幅広い年齢層の方に機械工学に関わる科学・技術のおもしろさを十

分に認識していただき，満足していただけた． 



2022 年度「メカライフの世界展」報告書 

行事名：「夢科学探検 2022」 

開催日：令和 4 年 11 月 3 日（木）午前 10 時～午後 3 時 

会場：熊本大学黒髪南キャンパス

参加人数：約 300 名 

令和4年11月3日（木）に熊本大学黒髪南キャンパスで開催された「夢科学探検2022」

に合わせて、「メカライフの世界展」を開催した。工学部機械系の研究室配属学生が中心

となり、各研究室による 20 以上のテーマ公開（展示や体験型イベントなど）が実施され

た。「メカライフの世界展」による支援を受けたテーマでは、自然と科学とのかかわりを

体験できるコーナーが設置された。

体験コーナーの一つ「衝撃波の力で 3D コピー」では、参加者に爆発実験を体験しても

らった。実験には少量ではあるが火薬類を衝撃波源として使用するため、熊本大学の衝撃

実験棟の爆発実験室が会場とされた。参加者は、真っ暗な爆発室内に入り爆発成形実験の

説明を受けた。

爆発成形：プレス機の代わりに爆薬、水中衝撃波が上型、下型にはいくつかの金属装飾

品プレートを使用した。来場した方々は好みの金属プレートを選び、爆発成形により転写

された真鍮箔をフォトアルバム用台紙に閉じ、記念に持ち帰った。

2014 年にカゴメと制作した動画「高性能爆薬でつくる野菜ジュース」を、リンゴやレモ

ンを使用して来場者の方々に見学して頂いた。来場者には，水中爆発により内部だけが破

壊されたリンゴが容易に握り潰せることを体験して頂いた。

写真：金属プレートを選ぶ子供たち（左）と爆発室内で説明を受ける来場者（右）

責任者氏名：徳田誠



「メカライフの世界」展 活動報告書 

行事名 メカトピア 2022

開催月日 令和 4年 11月 3日(木) 

会場 高専名 久留米工業高等専門学校 

学科 機械工学科 

企画に参加した学生名 結城友衛，池田竜之介，田代淳，星賀亮佑ほか 4名 

来場者総数 約 120名 

企画者から一言 

本校の学園祭(高専祭)での機械工学科公開実験とジョイントする形で，「メカライフの世界」展「メカトピア

2022」を開催した．場所は，機械材料棟 2階にある機械要素設計実験室を会場とした．内容は 3次元プリンタ

の展示・実演，機械工学科教育カリキュラムの説明，各種機構モデル(傘歯車，平歯車，トランスミッション，

ガバナ，蒸気機関等)，機械式電卓の展示・説明を行い，感染対策をしながら触れるものは自由に触ってもらい

体験してもらう形をとった．この日は晴天に恵まれ，開始と同時に多数の来客があり，本校 OBOG，高齢な方，

さらに他学科学生及びその保護者の方々からも多数の質問が寄せられ大盛況であった． 

歯車や機構モデルは，普段目にすることが無いため非常に関心を持っていただいた．3 次元プリンタについ

ては実際に目にする機会はほとんどないので老若男女問わず熱心に見学されていたのが印象的だった．プリン

タは常に出力状態にして，出来上がったサンプルを手に取りながら楽しんでもらった．恒例としていたロボッ

トアームでのお菓子のつかみ取り大会は 3年ぶりでも大盛況で，1つのモータで動くロボットアーム 3機，水

圧で動くロボットアーム 2機を自由に操作させて掴みとったお菓子を提供した．その際，ロボットの仕組みな

どを小さい子供に説明した．保護者や年配の方々には，久留米高専の現状や機械工学科の特色ある教育課程，

卒業後の進路等を説明した． 

（記載者名・所属：結城友衛・機械工学科 5年） 



写真 

責任者氏名 中尾哲也 



メカライフの世界展 報告書

サイエンスワールド 2022 実行委員代表 髙井良 真里奈

1. 行事内容

行事名：サイエンスワールド 2022 

開催日：2022 年 11 月 5 日(土), 6 日(日) 

開催会場：九州大学伊都キャンパス ウエストゾーン 

来場者数：約 1,360 名 

実行委員： 

・髙井良 真里奈 (代表/広報)

・森山 潤一朗 (企画/会計)

参加団体： 

・システム工学研究室 ・流体制御研究室

・材料加工学研究室 ・機械力学研究室

・制御工学研究室/ヒューマンセンタードロボティクス

・構造材料評価研究室/水素貯蔵システム研究室

・九州大学 PLANET-Q ・九州大学ロボコンチーム KURT

・九州大学鳥人間チーム ・九州大学学生フォーミュラ計画

・九州大学ヒューマノイドプロジェクト

・日本船舶海洋工学会および海洋システム工学部門(共催)

2. 行事報告

 2022 年 11 月 5 日(土)，6 日(日)に「サイエンスワールド 2022」を，工学部の学生が

中心となり開催いたしました．本年度は，6 つの研究室企画および 5 つのサークル企画

に加え，1 つの特別企画を実施しました．対面

での開催は４年ぶりとなりましたが，未就学児

童，小学生および保護者を中心に 2 日間で約

1,360 名の来場者を迎え，大変盛況のうちに終

えることができました．私は会場入口にて受付

をしていましたが，子供たちだけでなく大人の

方からも「楽しかった」「面白かった」と言って

いただくことができました．日頃できない体験

をしていただくことで科学に興味を持っていた

だいたり，本学での研究活動について知ってい

ただいたりすることができたイベントであった

と感じています． 
Fig. 1 会場の様子. 



実施責任者 黒田勝彦

行事名「造大祭 2022 メカライフの世界展」 

開催日 11/5（土），11/6（日） 

会場 長崎総合科学大学 食堂内

参加人数 11/5 土 28 名，11/6 日 55 名 合計 83 名 

行事報告

 長崎地区の若年層の自動車や船舶等従来型ものづくり産業への興味の希薄化が進む中，アナログと

デジタルによるものづくりを体験することで，工学系大学への進学を促進させるイベントを大学の学

園祭で行うことを目的に，低学年の生徒には，ぺーパークラフトの車，飛行機，ゆるきゃら系，ロボ

ット（ダウンロード）等を組み立ててもらい，高学年の生徒には，ガンダム・車・昆虫の模型を，中・

高校生以上やその保護者には，共同でレゴの EV3 を使った教材（ジャイロロボット，犬ロボット）

を体験してもらい，アナログからデジタルまでの模型作りと制御の体験，更に本田カブのボアアップ

エンジンの展示を行い，ものづくりに興味をもってもらう企画を実施しました．

11/5，6 ともに晴天で，家族連れや近所の中学生の参加が多く見られました．性別は，大方男女半々

でした．中・高生以上の参加を期待しましたが，小学生以下の参加が大勢を占め，来年度は呼び込み

や案内等もう少し工夫が必要であると感じました．また，EV3 は積極的な説明をしなかったため，

体験があまり行えず展示のみの紹介となってしまいました．毎年参加してくれている中学生も見かけ

ました．

作成した対象の内訳は，以下のとおりです．

プラモデルは 62 人，ぺーパークラフトは 21 人．  

行事の実施に協力してくれた大学生は，4 名（学部 3，院 1）． 

予算の足りない部分は，機械学会長崎地区と大学の学園祭の助成金により実施することができまし

た．

ご支援いただきました皆様に感謝申し上げます．

図 展示用の企画紹介ポスターと組み立てたプラモデルと一緒に



「メカライフの世界」展 報告書
1． テーマ名：「メカライフの世界」展 ようこそメカワールドへ

2． 実施年月日：令和 4年 11月 13日（日） 

3． 企画者：  

(1) 大学・高専名 ：都城工業高等専門学校 

(2) 研究室名 ：機械工学科 

(3) 企画実施に参加した学生名：機械工学科 1～5学生（10名）

4． 会場：都城市まちなか広場 

5． 来場者総数：子供 122名，保護者 82名 

6． 企画者から一言：  

 「おもしろ科学フェスティバル」は，本校近隣の子供達（小・中学生を対象）に工学と

科学への興味を醸成し，新しいことを学ぶ楽しさを保護者の方々と共に体験する参加体験

型のイベントです。このイベントの一部として，「ようこそメカワールドへ」と題した展示・

実演を本校機械工学科の教員・学生および技術支援センターの職員を中心として例年企画

しています。今年度の第 10回おもしろ科学フェスティバルでは，下記の 2テーマを実施し

ました。  

【1】 “ドローンで遊ぼう” （実演） 

プログラミング可能なトイドローンを用い，学生が自作したプログラムに基づいて，

子供達がノート PCを使ってドローンの操縦体験をしました。参加した子供達は，ド

ローンが命令どおりに動き，宙返りする様子に驚き，夢中で操縦を楽しんでいました。 

【2】 “エコランカーを体験してみよう！” （展示・実演） 

Honda エコマイレッジチャレンジなどの全国大会に出場している低燃費車製作研究

部（クラブ活動）が製作したエコランカーの機体やエンジンなどの展示・実演を行い，

機械や車に対する興味の醸成を図りました。 

今年度は新型コロナウイルス感染症拡大のために例年よりも来場者数を大きく絞っての

実施となりましたが，参加した子供達には機械工学の一端に触れてもらう事ができ，非常

に有意義なイベントとなりました。 

7． 企画報告ホームページURL：

https://www.miyakonojo-nct.ac.jp/news/20221116001850.html 

8． 企画の様子 



令和 4 年 2 月 21 日 

「メカライフの世界展」実施報告書 

１ テーマ名：機械加工の体験学習 

２ 実施年月日：令和 5年 1月 16 日（月），2月 13 日（月），2月 20 日（月） 

３ 企画者： 

（１） 宮崎大学・工学部・機械知能工学プログラム

（２） 実施責任者名：宮崎大学工学教育研究部 准教授 木之下 広幸

協力：宮崎大学工学部 技術職員 浜畑 貴之 

（３）実施場所：宮崎大学工学部ものづくり教育実践センター及び教育学部 AL 講義室

４ 参加者：宮崎大学教育学部の学生 16 名 

５ 体験学習の内容： 

この企画では，何らかの機械工学関連の科目を受講している教育学部の学生に，機械部品がどのように

つくられているか，或いは金属が工作機械によってどのように加工されているかを知ってもらうために，

工学部ものづくり教育実践センターにおいて，帯鋸盤を用いた金属丸棒の切断，手動による丸棒の旋削，

フライス盤による穴あけ，マシニングセンタによる自動工具交換及び主軸の位置決め，CNC による丸棒の

ねじ切り，放電加工，及び電気溶接の体験学習を行った．また，金属部品の寸法や加工精度の測定を行っ

た（図 1 は AL 講義室で，丸棒の真円度の測定を行っているようすとマシニングセンタでの NC 加工のビ

デオを見ているようすを示している）．

６ 企画者から一言 

コロナウイルスの感染が続いていたので，参加者の対象は学内のみとした．学生には，実際に機械加工

を体験できる良い機会となったと考えている．

図 1 機械加工の体験学習の風景 
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2022 年 8 月 8 日 

令和 4 年度第 1回子どもものづくり教室実施報告 
 

報告者 菅原和久 
行事名：令和 4 年度第 1回子どもものづくり教室～陽極酸化でカラフルなチタンプレート
をつくろう～ 
主催：大学院理工学研究科附属クロスオーバー教育創成センター 
実施責任者: クロスオーバー教育創成センター長 足立高弘 
実施担当：大学院理工学研究科技術部 
助成：一般社団法人日本機械学会 
 
実施日時：令和 4年 8 月 7 日（日）10:00～11:30，13:00～14:30，15:00～16:30 
会場：秋田大学理工学部 アクティブラーニング棟 
参加人数：児童 25 名、保護者 19名 計 44名 
 
 第 1 回子どもものづくり教室「陽極酸化でカラフルなチタンプレートをつくろう」を実
施しました。今回は、一般社団法人日本機械学会の助成により規模を拡大し、定員を 30
名として募集したところ、数日で定員を満たしました。また、コロナ対策として密になら
ないことを考慮して 3回に分けて実施しました。当日は、欠席者もいましたが小学 1 年生
から中学 2 年生の 25 名と保護者 19 名の合計 44 名の方に参加していただき、保護者の方
にも体験していただきたく材料を用意しました。 
 初めに陽極酸化の原理やチタンの色の説明を聞いていただき、その後に作製しました。
チタン板の色を変えたくないところをテープや修正ペンで被覆し、被覆していないところ
を希望する色に対応する電圧で陽極酸化しました。被覆と陽極酸化を繰り返して、カラフ
ルなチタンプレートを作製しました。 
 子どもたちの中には、最初どんな絵にするか、どこを何色にするかを悩んでいる子もい
ましたが、作業が進んでいろいろな色が付いてくると夢中になっていました。また、子供
だけではなく保護者の方も陽極酸化で色が変わっていく様子を見て驚いておりました。 
 参加者からは「難しかった」という意見も少しありましたが、ほとんどの方から「とて
も楽しかった」というアンケート結果をいただいております。陽極酸化を体験していただ
き、ものづくりや科学の楽しさを感じていただけたと思います。 



2022 年 8 月 8 日 
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カラフルなプレートが 
無事に完成しました 



第 11 回一日体験理工学教室「機械の学校ハイブリッド（電子・機械・材料・知能制御編）」 

 

概 要 

 群馬大学理工学府の教員自らが全国の高校生に大学レベルの研究体験を提供した．コロナウ

イルスの感染拡大防止に配慮しつつ今年度はハイブリッドで開催した． 

 

目 的 

本企画は，コロナウイルス感染拡大防止を考慮しながら，対面もしくはオンラインで群馬大学

理工学府の研究に触れる機会を高校生に提供し，理工学の奥深さや面白さを感じてもらうもの

である．オンラインでも，現場の様子を肌で感じてもらえるよう，大学教員みずからが直接高校

生に語りかけ，双方向にコミュニケーションをとりながら研究を体験してもらう．これにより理

工学に興味を持ち，将来の技術者育成の一助になることを目的としている． 

 

内 容 

6 時間の一日コース，各 3時間の半日コース（午前・午後）を設定し，高校生が選んだ研究テ

ーマを実体験した．今回のテーマは以下の通りであった．（1）アンテナで電波を操ってみよう，

（2）未来の自動運転車の交通システムをシミュレーションしてみよう！，（3）鋳造体験・金属

を溶かして物作り，（4）超電導体は飛行石の素？，（5）かる～い金属を作ってみよう！，（6）材

料×数学＝シミュレーション，（7）次世代自動車の CO2 シミュレーションをやってみよう！，

（8）画像処理による人の動きの検出，（9）デジタル時計の回路を作ろう，（10）コンピューター

解体新書，（11）見えない流れを光で見よう！，（12）Windows PC でシミュレーション，（13）

機械の振動（ゆれ）をてなづけよう！，（14）金属材料の強度コントロール，（15）超高速!!燃料

噴霧を先端技術でみてみよう!，（16）ロボット工房！． 

 

実 績 

 令和 4 年 7 月 18 日（月）9 時 20 分～16 時 30 分，群馬大学理工学部桐生キャンパスおよびオ

ンラインにて，第 11 回一日体験理工学教室機械の学校ハイブリッドを実施した．本年度の参加

者数は 126 名（対面 87 名，オンライン 39 名）であり昨年度と同等だった．申込時の参加校の

内訳は群馬県（71 名），埼玉県（22 名），栃木県（21 名），東京都（8 名），茨城県（7 名），北海

道（3 名），神奈川県（2 名），山梨県（2 名），千葉県（1 名），徳島県（1 名），長野県（1 名），

新潟県（1 名）でありオンライン開催がイベントの裾野を全国へと広げている実態も垣間見えた．

参加者に対するアンケートの結果，93％以上の参加者が「非常に満足している」あるいは「やや

満足」と解答し，96％以上の参加者が次回もまた「ぜひ参加したい」あるいは「どちらかという

と参加したい」と解答した．自由回答には，とてもためになった授業だった，大学の研究室に実

際に入ることができて雰囲気も知ることが出来たので良かった，高校で研究を行っているがそ

のヒントにもなった，実際に体験というところが良かった，群馬大学理工学部に行きたいという

思いがより強くなった，など事業目的が十分に達成されたものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

図 卒業式および実際の開催状況の様子 

（報告書作成者 知能機械創製部門 助教 西田進一） 



事業報告書 

令和 4 年 12 月 15 日 

 

〒371-8530 群馬県前橋市鳥羽町 580 番地 

群馬工業高等専門学校 機械工学科 

准教授 矢口 久雄 

TEL： 027-254-9141 

E-mail: yaguchi@gunma-ct.ac.jp 

 

 

１．事業名称 第 8 回「機械の学校 in 高専」 

２．主 催 一般社団法人日本機械学会関東支部（群馬ブロック） 

３．後 援 独立行政法人 国立高等専門学校機構 群馬工業高等専門学校 

４．開催場所 群馬工業高等専門学校 機械工学科（群馬県前橋市鳥羽町 580 番地）から全国へ配信 

５．開催日時 テーマ 1：【オンデマンド方式】令和 4 年 8 月 10 日（水）～9 月 30 日（金） 

        テーマ 2：【対面方式】令和 4 年 8 月 22 日（月）午前・午後の 2 回実施 

テーマ 3：【ハイブリッド方式】 

令和 4 年 8 月 28 日（日）～9 月 16 日（金） 2 回のオンデマンド動画配信 

令和 4 年 9 月 17 日（土）対面での CNC 講習・加工体験（希望者のみ） 

６．参加者数 テーマ 1：16 名 

テーマ 2： 2 名（午前 1 名，午後 1 名） 

テーマ 3： 4 名（オンデマンド動画参加 4 名，対面参加 2 名） 

７．参加料 無料 

８．実施概要 

 

目 的 

 科学離れの原因の一つに，実体験を通じた学習機会が少なくなったことがある．「機械の学校 in 高専」

は小・中学生を対象として，高専のロボットや加工機械を使った体験実習を通して，ものづくりや科学技

術への関心を醸成し、将来を担う技術者の育成に資することを目的とする． 

 

内 容 

 今年度は新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み，以下に述べるように，受講方式の異なる 3 テー

マを実施した．具体的には，テーマ１「魔鏡ってなあに？ ～レーザー加工機による金属加工と魔鏡製作

への応用～」はオンデマンド方式，テーマ２「ロボットアームのコンピュータ制御」は少人数の対面方式，

テーマ３「コンピュータを用いた設計と加工」はハイブリッド方式（オンデマンドと対面）にて開催され

た． 

 



[テーマ１] 

 オンデマンド方式のテーマ 1 は「魔鏡ってなあに？ ～レーザー加工機による金属加工と魔鏡製作へ

の応用～」と題して，群馬高専教育研究支援センターの浅見 博 技術職員と中澤 将大 技術職員，同機械

工学科の矢口久雄 准教授により実施された．令和 4 年 8 月 10 日（水）～9 月 30 日（金）の期間に参加

申し込みを受け付け，参加者に約 30 分の動画視聴を通して魔鏡とレーザー加工について学んでいただい

た．また，受講後に希望する１文字を連絡してもらい，それを加工した魔鏡を製作して受講生に郵送にて

プレゼントした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ１：動画撮影に臨む浅見技術専門職員      テーマ１：オンデマンド動画における魔鏡の説明の様子 

 

[テーマ２] 

 少人数対面方式のテーマ２は「ロボットアームのコンピュータ制御」と題して，群馬高専教育研究支援

センターの黒澤 拓未 技術職員と同機械工学科の矢口 久雄 准教授により，令和 4 年 8 月 22 日（月）の

午前と午後の 2 回実施された．参加者には産業ロボットに関する講義を受けていただいた後，実際に工

場などで使われているロボットアームに，物を掴む動作を学習させて制御する教示作業を体験していた

だいた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 2：産業ロボットについて講義する黒澤技術職員     テーマ 2：ロボットアームへの教示作業の体験 

 



[テーマ 3] 

 ハイブリッド方式のテーマ 3 は「コンピュータを用いた設計と加工」と題して，群馬高専教育研究支

援センターの岡本 邦夫 技術専門職員と同機械工学科の矢口 久雄 准教授により実施された．参加者に

は令和 4 年 8 月 28 日（日）～9 月 16 日（金）の期間に 2 回にわたってオンデマンド動画を視聴してい

ただき，動画による解説に基づいて Fusion360 体験版を用いた 3D-CAD の図面作成と CAM による加工

プログラムの作成作業を行っていただいた．さらに，希望者には令和 4 年 9 月 17 日（土）に群馬高専に

お越しいただき，対面で CAM 講習を受講していただいた後，マシニングセンタを用いた加工を体験して

いただいた．なお，本テーマの受講で製作していただいたデータを用いて，マシニングセンタで実際に加

工したオリジナル金属製ペン立てを参加者にプレゼントした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 3：オンデマンド動画における解説の一場面      テーマ 3：CNC シミュレーションの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 3：CNC 加工について講義する岡本技術専門職員    テーマ 3：マシニングセンタを用いた加工体験 

 

 

実 績 

テーマ１「魔鏡ってなあに？ ～レーザー加工機による金属加工と魔鏡製作への応用～」については，

オンデマンド方式ということで受講の手軽さもあったと思われ，群馬県内よりも県外からの参加が多か

った．具体的には，参加申し込みのあった 16 名のうち，県外からの申し込みは 10 名であり，遠方とし

ては沖縄県や東京都青ヶ島村からの申し込みもあった．参加者からは「オンライン動画は親子で大変興



味深く拝見させていただきました．魔鏡の面白さを知ると同時に，魔鏡の仕組みをきっかけにレーザー

光の特長や用途を学ぶことができ，興味の幅が広がりました．」などのコメントをいただき，多くの参加

者からは概ね好評であった．その一方で「小学生には少し難しいようでしたが，二人とも真剣に動画を見

ていました．」などのコメントもあり，年少者には多少の難易度の高さがあったように思われる．次年度

以降の改善として，テーマ毎に難易度の提示もできればと考えている． 

テーマ２「ロボットアームのコンピュータ制御」は少人数の対面方式として参加募集を行ったが，こち

らの想定よりも大幅に少ない申し込み状況で，令和 4 年 8 月 22 日（月）の午前に 1 名，午後に 1 名であ

った（募集定員は午前 4 名，午後 4 名）．テーマ 2 を開催した 8 月は新型コロナウイルス感染の第 7 波の

ピークにも時期的に重なっており，対面受講への抵抗もあったものと考えられる．ただ，午前と午後とも

に 1 名ずつであったことから，図らずも最小限の感染リスクの中で実施できた．また，午前と午後とも

に参加者 1 名ということで通常よりも手厚い対応ができたこともあり，参加してくれた中学生と同伴し

ていた保護者の満足度は高いように見受けられた．実際，受講後のアンケートの自由記述欄には「新鮮な

体験ができて良かった」や「ロボットの種類やプログラミングのしかたが分かって良かった」といった感

想が書かれていた． 

 テーマ 3「コンピュータを用いた設計と加工」はハイブリッド方式の新しい試みとして実施した．内容

は他のテーマよりも難易度を高めに設定し，対象者は中学生のみとした．難易度の高さについては参加

申し込みの際にもその旨を記載していたが，定員 4 名の枠は早々に一杯になり，予定よりも早く申し込

み受付を終了することになった．難易度が高いという記述に対して，逆にチャレンジ精神を発揮した参

加者もいたように思われる．事前の Fusion360 を用いた作業では，CAD で 3 次元モデルの作成を行い，

さらに CAM で加工プログラムの作成を行うというもので，動画での丁寧な解説があるものの，中学生に

はやや難しいものであったと思われる．実際，独力で理解して作業に対応できた参加者がいた一方で，保

護者の助けを借りながら作業を行った参加者もいたようである．さらに，希望者に対して，令和 4 年 9 月

17 日（土）に対面での CNC 加工の講義とマシニングセンタを用いた加工体験を行った．やはりコロナ

禍ということもあり，４名全員の参加とはならず，希望者 2 名が参加した（うち 1 名は保護者同伴）．参

加した 2 名はともに，岡本技術専門職員による CNC に関する講義にも真剣に聞き入り，後半の加工体験

にもやや戸惑いながらも熱心に取り組んでいた．とりわけ，高専の実習にも匹敵するマシニングセンタ

の操作体験は，参加者にとって貴重な経験であったと思われる（同伴した保護者からはそのような評価

をいただいた）．今回のテーマ３は，コロナ禍でのイベントのあり方を追求する中で，オンラインのみで

は不十分な点を対面で補うという新しい試みであったが，内容的には充実したものにできたと考えてい

る．しかし，担当者である岡本技術専門職員に過大な負担をかけてしまい，そのことは重要な反省点とし

て考えている．今後，イベント内容の充実と担当者の負担とのバランスは大きな課題と言える． 

 以上，今年度実施したすべてのテーマにおいて参加者らの満足度は高く，同伴した保護者からも高評

価をいただいていることから，本事業の当初の目的は概ね達成されたものと考えられる． 

以上 



2022 年度「⼩・中学⽣のためのものづくり体験教室」実施報告書 
⽇本機械学会東海⽀部   

 １．実施概要 

１） ⽇時 … 8 ⽉ 6 ⽇（⼟）13 時 00 分−15 時 00 分 
２） ⽅法 … オンライン（zoom 利⽤） 
３） 参加⼈数… 73 名（会場：18 名，WEB：28 名，ウェビナー聴講 27 名） 

【学年別参加者数】 幅広い年齢層が参加 
【県別参加者数】 関⻄・関東地区からの参加もあり 

４） 当⽇進⾏…ほぼ予定どおり進⾏ zoom 接続不具合等のトラブルなし 
12:00-13:00 受付（zoom 接続確認） 
13:00-13:05 開会ご挨拶 ⽀部⻑ 

13:10-13:30 講演 「机を歩かせる⽅法を考えてみよう」  
講師  名古屋⼯業⼤学 佐野 明⼈教授 

13:30-14:40 ⼯作 「歩く机ロボットの製作」  
指導…名古屋⼯業⼤学 上村 知也助教 

※３D プリンターの実演 
14:40-14:50 まとめ，質疑応答 
14:50-15:00 閉会の挨拶 

 
   
 
 
 

２．結果 …ハイブリッド形式（オンライン・WEB 共に）でも参加者の満⾜度が⾼く実施できた。 

 

以上   

※講師の先⽣⽅に新規の教材を開発いただき、 
３D プリンターにて教材キットを製作。 
教材を組⽴⼯作しながら、歩く原理について理解
を深める機会とした。 









令和５年３月３１日 

機械工学振興事業資金助成事業 報告書 

日本機械学会九州支部 

支部長 北川 敏明 

事業名：おもしろメカニカルワールド 

事業内容：主として中学生以下の生徒および児童とその家族を対象とした，ものつくり体験イベント

を実施した．過去二年間は，コロナ禍の影響により従来実施してきた対面での実施が困難となり，中

止あるいはオンラインでの実施となり，規模が縮小していた．本年度はようやく対面での実施が可能

となり，各地区でコロナ禍前以上の規模で開催された．計６カ所で開催された．各会場では，開催大

学・高専所属の学会員に加え，日本機械学会九州支部シニア会からの強力な協力を得て，それぞれの

企画を実施した．また，三菱重工業（株）殿からは，例年に引き続き今年度も，本事業に対する協賛

金を頂戴した． 

実施責任者：日本機械学会九州支部 筆頭庶務幹事 濱田 繁（九州大学） 

開催日時・場所・参加人数など： 

1.  熊本地区   

３Ｄモデリング で キーホルダーを作ろう！ 

開催日： 令和４年８月２２日（月） 

場所： 熊本高等専門学校八代キャンパス専門棟 

参加人数： 小学生８名，中学生７名，計１５名 

2.  長崎・佐賀地区  

子供と親のものづくり教室～飛行機を作ってみんなで飛ばそう！ 

開催日： 令和４年９月２３日（金）～２４日（土） 

場所： 長崎大学総合教育研究棟 

参加人数： ２３日：６９名（児童３４名+保護者３４名+ 

見学者１名） 

  ２４日：５８名（児童２９名+保護者２９名） 

3.  熊本地区  

モデルロケット打上げとメカニカルゲーム 

開催日： 令和４年１１月３日（木） 

場所： 熊本大学工学部 

参加人数： モデルロケット６０名，ラジコンパズル８２名 

4.  宮崎・鹿児島地区  

おもしろメカニカルワールド 〜ロボコン教室〜 

開催日： 令和４年８月～１２月の土日 

場所： ロボット制作局作業場と参加中学校の 

技術教室（都城工業高等専門学校から 

出前） 

参加人数： ４５名 

  



5.  宮崎・鹿児島地区  

工作体験｢ウインドカーを作ってみよう｣他 

開催日： 令和４年１１月２６日（土）， 

令和５年２月１８日（土） 

場所： 鹿児島工業高等専門学校 機械創造演習室 

および機械工学科３年教室 

参加人数： 延べ合計４２名 

6.  熊本地区  

ジャイロ効果を使った逆立ち君を作って立ててみよう！ 

（有明工業高等専門学校から出前） 

開催日： 令和４年１２月１１日（日） 

場所： 大牟田市立図書館 

参加人数： １０４名（内３８名【ものづくり 

体験者数】） 

開催日： 令和５年１月２７日（金） 

場所： 柳川市立東宮永小学校 

参加人数： ５８名（内２８名【ものづくり 

体験者数】） 

開催日： 令和５年２月２３日（木） 

場所： 大牟田文化会館 

参加人数： ５０名（内３６名【ものづくり体験者数】） 

収支決算： 

収入： 1,437,193 円 

機械工学振興事業資金 100,000 円 

三菱重工業（株）殿 協賛金 500,000 円 

支部事業費 836,546 円 

支部活性化費 647 円 

支出： 1,437,193 円 
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No. 22-48 JSMEジュニア会友 機械の日企画 

「親子見学会 ～身近なエネルギーについて学び、将来を考えよう～」 

 

部門企画委員会 村川英樹（神戸大）、白木正浩（東京ガス）、町田栄治（日本原電）、 

宮田学（デンソー）、小池上一（IHI） 

 

将来を担うジュニア会友に、機械や工学，エネルギーに興味を持っていただくことを目的として，2022

年 8月 4日（木）に、「身近なエネルギーについて学び、将来を考えよう」をテーマに夏休み親子見学会

を開催しました。一昨年度は中止，昨年度はオンラインでのイベント開催でした。面着での開催は 2年ぶ

りとなり，本年は東京都江東区のガスの科学館「がすてな～に」を訪問しました。当日は，あいにくの雨

模様でジュニア会友の小・中学生 6名と保護者の方々4名の合計 10名にご参加いただきました。 

「気球ひろば」に集合後，「エナジースタジオ」に移動すると，そこで私たちの生活を支えるエネルギ

ーや炎のこと、防災への備えなどについて対話形式で楽しく学びました。天然ガスを運びやすくするため

600分の 1の体積に液化することを大きなゴムボールとスーパーボールの対比で見たり，天然ガスの採掘

には富士山よりも深く掘る必要があることなどを聞いたり，子供たちはイメージを膨らませていました。

また，各家庭にはガスのマイコンメータ－が取り付けられており，大きな地震が起きたときには安全のた

めに自動的にガスが止まる仕組みに安心していました。しかし，その復旧方法は知らない人が多く，地震

のあとにはガス会社の方々が復旧のために奔走されると聞いて，復旧方法を学んだ子供たちは，「家に帰

ったら復旧ボタンの場所を見てみようね」などと保護者の方とお話されていました。そのあとは，体験の

できる展示を自由に見学しました。エネルギーバランスを考えるブースでは天秤の両方に各々のエネル

ギーの特徴を理解しながら，さまざまなエネルギーの重しを載せていました。燃料電池やガス冷房原理モ

デルの展示では水の流れなどをたどり，液化天然ガス（LNG）を貯蔵する地下タンク内部のしわ（熱膨張

を吸収する）を見て，「何のために必要なの」などと質問していました。最後に「クイズホール」に移動

して，4択のクイズに挑戦し，学んだ成果を確認して見学を無事に終了しました。 

参加していただいた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品の応募をお願いしました。優秀作

品は、日本機械学会ジュニア会ホームページ等で紹介する予定ですので、是非ご覧ください。 

最後に今回の見学会で大変お世話になりました東京ガスネットワーク株式会社 ガスの科学館「がす

てな～に」の方々に感謝申し上げます。また、猛暑の中、熱心に見学いただいた参加者の皆様に感謝いた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇行事報告◇ 

参加者の皆さん 「がすてな～に」での見学の様子 
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No.22-73夏休み親子向けイベント企画「熱を体験してみよう」 行事終了報告書 

 
企画責任者：鄭 宗秀（早稲田大学），坂東 茂（電力中央研究所），永田 淳一郎（三機工業） 
開催日：2022年7月30日（土）13:30 ～ 15:00 
会場：オンライン開催 

参加者数：19組 
  
次世代を担う児童たちに工学や機械、エネルギーに興味を持ってもらうために、2022年7月30日に夏休み向け

親子イベント「熱を体験してみよう」を開催しました。身近にあっても目に見えない「熱」の様々な性質を体験キ

ットにより知ってもらう体験型イベントです。本イベントは2011年から開催しており、今回は12回目です。 
当初は科学館や企業のミーティングルームにて対面式で開催していましたが、コロナ禍のため2020年度よりウ

ェブ形式による開催となっています。 
今年度は 19 組 22 名の小中学生の子供たちに参加頂きました。ウェブ開催のため応募枠に制限はあるものの、

全国からご参加頂くことができました。 
はじめに熱と何か、スライドにて、温めるだけでは無く冷やすことも熱の作用であることに触れました。その後、

体験学習として 2 つの実験を行いました。はじめにヒートポンプ体験キットを使って空気の圧縮と膨張による空

気の温度変化を体験し、エアコンの原理について学習しました。そのあとは、エコカイロを使って、液体が固体に

凝固するときに発熱することを体験し、都市の排熱回収と利用方法について学習しました。 
体験キットを用いて参加者が実際に手を動かすことで、身近にあっても目に見えない「熱」の性質を児童たちば

かりでなく保護者の方々にも楽しみながら理解してもらうことができました。また、身近な工業製品が、体験学習

で学んだ「熱」の性質を利用して製作されていることも、理解してもらうことができました。 

ウェブ開催のため、やりとりに制限もある中、子供たちの積極的に取り組む姿勢に助けられ、無事にイベントを

終了することができました。 
本年の反省点や改善点を生かしつつ、今後も本イベントを継続していきたいと考えております。最後に、ヒート

ポンプ体験キットをご提供頂いたヒートポンプ・蓄熱センター様、ご協力頂いた関係者各位に感謝致します。 

 

 
 
 

 
 
 



2022年 9月 15日 

 

理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー 

「ものづくり最前線」（No.22-95）開催報告 

 

生産加工・工作機械部門第 2 企画委員会 

東京都立大学 金子新（委員長） 

東京大学 吉岡勇人（幹事） 

 

１．日 時：2022 年 9 月 8 日（木）13:00～16:35 

２．会 場：株式会社牧野フライス製作所 厚木事業所 

３．対 象：機械工学に興味を持つ大学生，大学院生，高専生 

４．参加者：学生 22 名＋運営・講演者 4 名 

５．開催案内 URL（学会 Web ページ）： 

https://www.jsme.or.jp/event/22-95/ 

６．実施報告 

 当セミナーは，日本機械学会生産加工・工作機械部門が主催して，機械工学および「もの

づくり」に興味を持つ学生向けに例年開催している企画ですが，新型コロナ感染症の影響に

より2020年度から残念ながらオンライン実施となり，講演のみの開催となっておりました．

しかし，「ものづくり」においては実際の作業や現場を見学及び体験することが非常に重要

であることから，今回，感染症対策を十分に取ったうえで，2 年半ぶりに工場見学も含めた

内容で開催いたしました． 

 具体的な内容は，工作機械メーカである株式会社牧野フライス製作所・厚木事業所を訪問

し，SOLIZE 株式会社および株式会社牧野フライス製作所の技術者から 1 件ずつ講演いた

だき，その後，複数グループに分かれて同社の工作機械製造の工場見学を行いました．また

セミナーの最後には，事前募集した学生からの質問に対して講演者から回答いただく時間

を設け，技術的な内容やエンジニアの仕事について質疑応答を行いました． 

以下にそれぞれの内容を報告します． 

 

【講演１】3Dプリンターの量産工法への適用拡大 

SOLIZE(株)デジタルマニュファクチャリングサービス事業部   沼田信太郎 様 

近年，3Dプリンターの生産性が向上し、試作品のみならず最終製品への適用が注目され

ています．本講演では，創業以来同社が主力事業として扱う積層造形技術（3Dプリント技

術）を中心に，複数ある造形方式の特徴と違い，３Ｄプリンタの進化の歴史，具体的な製

品適用事例などについて，初めて触れる学生に対しても分かり易いように動画などを交え

て講演いただきました． 



 

図１ SOLIZE（株）・沼田様による講演の様子 

 

【講演２】工作機械と自律モバイルロボット 

（株）牧野フライス製作所 開発本部 要素開発部 シニアスペシャリスト 丸山祐也 様 

 近年，産業用ロボットを適用した製造工程の自動化が進んでいます．工作機械は顧客ごと

に様々なカスタマイズが施されるマス・カスタマイゼーションの製品であり，効率的かつフ

レキシブルな生産体制が要求されます．本講演では，同社が次世代のものづくりを目指して

研究・開発中の自走ロボットを用いた柔軟な生産システムについて，実際のシステムの動画

を交えながら紹介いただきました．  

 

図２ （株）牧野フライス製作所・丸山様による講演の様子 

 

【見学】工作機械製造工程の見学 

 最新の工作機械の製造工程に関して，参加者を3つのグループに分けて，それぞれ説明員

に工場内を案内いただきました．工場内は非常に綺麗で，高精度化のために温度管理がされ

ており，かつての機械油で汚れた工場のようなイメージはなく，印象的でした．また製造工

程として，工作機械各部の部品加工，機械ユニットの組立，工作機械本体の組立などを見学

し，それぞれの工程で気を付けている点などを説明いただき．特に講演内で一部紹介があっ

た産業用ロボットを用いた組み立てなどは非常に印象的でした． 



 

【質疑応答】講師との質疑応答・懇談 

 工場見学後に，講師との質疑応答を行いました．事前に受け付けた質問および当日その場

での質問を受付けて，講演者の御二人と意見交換を行いました．参加学生の主な興味の対象

は， 

・ 学校での研究内容と就職企業はどのように結び付けたら良いか 

・ ものづくりをする上で常に意識していること，大切にしている考えや思いは何か 

・ 学生時代にしたことで入社後に役立ったことは何か 

など複数に及び，あくまで個人の考えとして講演者の御二人に丁寧に回答いただきました．

参加者も回答に対して熱心に耳を傾けて，参考にしている様子でした． 

 

７．参加者アンケート結果 

 参加者には，企画後にアンケートに協力いただきました．新型コロナ影響で，企業見学の

機会が激減した状況で，当セミナーの見学が現地開催できたことは非常に好評でした．今後

も状況が許す限り，見学や体験が可能な企画が望まれることを再認識いたしました． 

 

謝辞 

 今回の企画実施にあたり，ご講演いただきました講師の先生方，および会場および移動バ

スをご提供いただきました株式会社牧野フライス製作所に深く感謝申し上げます． 

 

以上 



2022 年度市民フォーラム 実施報告 

 

実施責任者：中山昇 

行事名：市民フォーラム「モデルロケット教室」 

開催日：2022 年 9 月 11 日(日) 09:00 〜 15:10 

会場：富山大学 

参加者数：小学生 33 名，保護者 33 名，スタッフ 13 名 

 

＜企画内容＞ 

小学校 4 年生〜6 年生を対象としたモデルロケット教室. 

紙とプラスチックを用いてモデルロケットを作製し，打ち上げまで行う． 

＜教室概要＞ 

 ロケットのお話（ロケットの歴史・仕組み，モデルロケットの構造），モデルロケット製

作，SUWA 小型ロケットプロジェクト紹介，モデルロケット打上げ体験，まとめと振り返

りを行った．宇宙工学部門からは「宇宙工学に関連する技術継承（モデルロケット製作・打

上げ）と技術紹介（新しいロケットエンジンの紹介等）」，技術と社会部門からは「子どもた

ちへの教授方法に関するノウハウ提供」を行うことで，宇宙工学をテーマとした子どもたち

への工学教育活動をより充実させることができた．具体的に，本企画においては一般的なロ

ケットの講義に加え，宇宙工学部門 中山昇委員による燃焼試験実施時の動画，諏訪湖にお

けるハイブリッドロケット打ち上げ時の動画を放映し，参加者から好評いただくとともに，

技術と社会部門の委員数名が当日製作補助として参加し，子どもたちが安全かつ楽しく製

作活動を行うことに貢献した． 

＜参加者のアンケート結果の一部抜粋＞ 

⚫ 本日の教室に参加した理由を教えてください（複数回答を含む） 

A. ロケットや宇宙に興味があるから 9 

B. 科学教室・ものづくり教室に興味があるから 19 

C. 友達や保護者の方から進められたから 6 

D. その他 4 

⚫ 本日のモデルロケット教室に参加してよかったですか 

A. 参加して本当によかった 13 

B. 参加してよかった 2 

C. 参加しなくても良かった 0 

D. 参加しなければよかった 1 

⚫ 自由記述 

・ きれいにロケットをつくれて，きれいにロケットを飛ばせてうれしかったです． 

・ ぼくのロケットが高く飛んで嬉しかったです．  



   
 

   
 

   
 

以上 





2022 年度 「機械工学振興事業資金」行事報告 

『一般 43』小中学生を対象とした理科工作教室 (圧電ギターと圧電うちわの製作) 

 

 【実施責任者】 東京大学工学部精密工学科 森田 剛 

 【行事名】 ①エレキギターを作ろう、②ピカピカ光るうちわを作ろう 

【開催日】 ①令和 4 年 7 月 23 日 (土)、 ②令和 4 年 8 月 6 日 (土) 

【会場】 さいたま市家庭総合センター「あいぱれっと」 

【参加人数】 ① 20 名、 ② 17 名 

【行事内容】機械エネルギーを最もシンプルに電気エネルギーに変換できる圧電体の特性

を利用して、（１）ギターの振動（音）のピックアップ部分に圧電体を貼り付けた「エレキ

ギターの工作」と、（２）うちわの柄の部分に圧電バイモルフを貼り付けて発電し、このエ

ネルギーで LED を光らせる「ピカピカ光るうちわの工作」を、企画、実施した。 

工作の前後では、超音波モータやパラメトリックスピーカー等の圧電の実用化された製品

を展示し、更に埼玉大学機理工学研究科 高崎先生のご協力を頂き、超音波振動のコントロ

ールによる触覚フィードバックを体験してもらった。 

 対象は小学生高学年から中学生としたが、ギターもうちわも全員無事完成させることが

でき、楽しく学びながらエレキギターの音、うちわの発光を体験できたと思う。本行事に際

しては Green_Semicon 代表 黒崎信之氏の御協力と、株式会社富士セラミックス様より圧

電バイモルフ素子を提供して頂いただいたことに感謝申し上げる。 

【写真】 

   

    



2022.9. 30 

〒006-8585  北海道札幌市手稲区前田 7条 15丁目 4番 1号 

北海道科学大学工学部機械工学科  

教授 竹澤 聡 

TEL：011-688-2283、FAX：011-688-2283 

E-mail：takezawa@hus.ac.jp  

 

１．事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー 

２．主 催 北海道科学大学 

３．後 援 一般社団法人日本機械学会 

４．開催場所  北海道科学大学 F棟ロボティクス工房 

５．開催日時 令和 4年 8月 23日（火），24日（水） 

６．参加者数 74名（高校 1年生 37名×2班） 

７．実施概要 

夏休みキッズ科学技術セミナーは、科学技術の面白さおよび楽しさを体験してもらうこ

とを目的として、平成 19 年度から数えること 15 年目を迎えた継続的イベントである。今

年度は、毎年探求学習 A として 6 月に実施している系列校との高大連携教育内容を一般

高校生に対して実施した。特に、理系離れの加速を阻止し、工学部を中心とした体験学習

を開催する試みに重きを置いた。また、持続可能な達成目標 SDGｓ17の中から、4）質の高

い教育をみんなに、9）産業と技術革新の基盤を作ろう、10）人や国の不平等をなくそう、

および、17）パートナーシップで目標を達成しようという内容を網羅した。  

本年は、「インヴィジブルな加速度をキャッチしよう＋α」のテーマで、走行する台車の

加速度を台車の質量とそれを加速するための重りの質量との関係性について考察した。具

体的には、50Hz 記録タイマーにて打点測定することで、時間と速度、さらに時間と速度変

化率を実験から求めた。最後に、当研究室で開発をしたカタパルト型の遠隔式の台車リリース

装置を紹介および実演を果たした。狙いは、装置の操作に人間が介入しなければ、さまざまな外

乱要因が交錯することなく、自然の物理現象の本質が見極められることである。図１は、指令の

送受信装置の概要、図 2 は実証装置となっている。図３が本日の実施風景である。 

助成を頂いた一般社団法人日本機械学会機械工学振興資金に深く感謝の意を表します。 
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行事報告：埼玉県松伏町科学教室 

 

電気通信大学大学院 情報理工学研究科 

准教授  守 裕也 

0. 諸情報 

実施責任者 電気通信大学大学院 守 裕也 

行事名   埼玉県松伏町科学教室 

開催など  令和 4 年 11 月 8 日 松伏町立松伏第二小学校 69 名参加 

令和 4 年 11 月 15 日  松伏町立金杉小学校   35 名参加 

令和 4 年 11 月 22 日  松伏町立松伏小学校 121 名参加 

 

１．はじめに 

令和 4 年 11 月の 3 日間において、本学、東京理科大、明治大の 3 大学が共同して埼玉県

松伏町の小学 5 年生全員を対象とした科学教室を実施した。責任者である守が同教育委員

会からの依頼を受け平成 29 年度より行なっており、今年で通算 6 年目となる。今年度は約

200 名の児童が参加した。 

本科学教室は、講師による講話・実験実演、児童同士のディスカッション、児童自身によ

る簡単な工作の三部より構成され、児童の科学への関心を刺激することを目的としている。

大学における最先端の研究を小学生にわかりやすく紹介・実演し、これらの話題提供から児

童がどのように感じ、また周囲との話し合いにより、考えが成熟していくプロセスを児童に

体験させることを意図した内容としている。 

運営は、3 大学の研究者が主となり、同教育委員会担当者の強力なバックアップおよび学

生のサポートにより行われた。学生に対しては、児童との交流を通して伝え方の改善など、

大学内では得ることのできない教育効果も狙っている。小学校側および大学側ともにマス

ク着用、手指消毒などの感染対策徹底した上での開催となった。 

 

２．実施日時 

令和 4 年 11 月  8 日（火）3・4 校時   松伏第二小学校 体育館 

令和 4 年 11 月 15 日（火）3・4 校時 金杉小学校 多目的室 

令和 4 年 12 月 22 日（火）3・4 校時 松伏小学校 体育館 

 

３．講師（東京理科大・明治大と共同開催） 

電気通信大学 情報理工学研究科  准教授  守 裕也 

東京理科大学 工学部機械工学科  嘱託助教 福留 功二、難波江 佑介 

明治大学 理工学部機械情報工学科 専任講師 亀谷 幸憲 

 



４．実施概要 

各小学校において、以下の内容で実施した。 

(1) 理科・科学全般に関する講話及び実験実演 (30 分間) 

大学における最先端の研究結果を小学生にわかりやすいよう簡単にした上で紹介し

た。「空気砲」による実演も実施し、児童の印象に残ることを狙った。加湿器を用いた

流れの可視化により、空気砲の様子をより詳細に観察させた。 

(2) ディスカッション(30 分間) 

「生き物がみんなの身近で役に立つ！？みんなで考えよう！」をテーマに、講話から

児童が学んだことを生かし、配布するワークシートに記述し、周囲とディスカッショ

ンさせた。児童自身のアイディアを周囲との共有・議論により成熟したものにするプ

ロセスを経験させ、その大切さを学ぶことを狙った。 

(3) 工作チャレンジ 「浮沈子（ふちんし）を作ろう！」 (30 分間) 

児童が持参したペットボトルを用いて「浮沈子」を作成し、その様子を観察する。ま

たこの現象が何に使えるかを児童同士でディスカッションさせた。 

 

総じて、児童たちは目を輝かせて集中力を切らすことなく参加した印象を受けた。児童か

らの発言が多数あり、良いアイディアを出す児童もいた事から、本科学教室における目的

は果たせたと考えている。学生サポートも児童との交流を通じて「いかにわかりやすく教

えるか」を心がけるようになっており、教育効果が得られたと考えられ、児童にとっては

例年同様に印象深い科学教室であったと思われる。本年度、本行事は日本機械学会の助成

事業である機械工学振興事業資金による支援を受けた。ここに深く感謝の意を表す。 

  

 

各小学校における科学教室の様子：

左上、松伏第二小；右上、金杉小；

左下、松伏小． 


